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はじめに 

 

 大規模共同住宅の建設が進む幸区新川崎地区に令和７年４月に小学校を新設することに

なりました。 
 この新川崎地区新設小学校については、当初は平成３０年度の開校を目指し、平成２４

年度から２５年度にかけて基本構想・基本計画を策定しましたが、その後の同地区の開発

動向の状況変化などを踏まえ、開校時期を段階的に見直してきた結果、令和７年４月に開

校することになりました。 
新しくできる学校には、大規模共同住宅に居住する児童に教育の場を提供するという役割

だけでなく、古くからの住宅地として学校に隣接する小倉地区を含めたコミュニティの核

としても、多くの役割を果たすことが期待されるところです。 
 また、新設校の近隣には、新しい科学技術や産業を創造する研究開発に取り組む企業や

「新川崎・創造のもり」等の学術施設等があり、これら地域の特色を生かした学校づくり

が期待されます。 
さらに、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災以降、学校施設の防災について

は単に避難所としての機能だけではなく、地域の防災拠点としての機能も強化することが

求められるようになり、また、省エネ技術を活用して環境負荷の低減を図り、エネルギー

の持続可能性を確保することも一般的になりました。 
 そこで、今回、川崎市教育委員会では、平成２４年度から２５年にかけて、地域の方々

と共に作り上げた基本構想・基本計画の理念を継承しつつ、最新の社会状況に合わせて学

校規模や仕様の見直しを行い、改めて基本構想・基本計画の改定版として取りまとめさせ

ていただきました。 
 令和３年度より基本・実施設計に着手し、令和５年度からは校舎の建設工事が始まる予

定です。地域の皆様から愛される学校となるよう、引き続き取り組みを進めてまいります

ので、御理解、御協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

川崎市教育委員会 
教育長 小田嶋 満 


